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大学発教育支援コンソーシアム推進機構

（CoREF）
Consortium for Renovating Education of the Future

まず昨日の復習として，

ジグソー法を用いた授業の流れ

についてスライドで確認します。
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その知識を活用して
取り組んでほしい発展的課題

統
合

ジグソー活動

授業の柱となる課題

エキス
パート
A

エキス
パート

B

エキス
パート

C

ジグソー法を用いた授業の流れ

エキスパート
活動

今度は，

視点を変えて授業者の立場から，

ジグソー法を用いた授業のデザイン

をするには？をするには？

というスライドをご覧ください。
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先生が子どもに

活用できるように

授業の
ねらい

その知識を活用して
取り組んでほしい発展的活動

活用できるように
なってほしい知識

ジグソー活動の課題設定 ジグソー法
の主眼授業の柱となる課題

エキスパート活動の資料・

エキス
パート
A

エキス
パート

B

エキス
パート

C

問いに答えを出すための部品となる知識
⇒「活用できるようになってほしい知識」を分割

キス ト活動の資料
課題設定

ここからは，

昨日の各教科の実践報告を振り返り，

紹介しきれなかった実践もご紹介しつつ，

また少し違った側面からレヴューさせてまた少し違った側面からレヴュ させて
いただきます。
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社会科

社会科の実践一覧
 ６月 CoREFとの研究連携第１回研究推進員研修会（東京大学）

 ７月 授業実践「２０年後どんな町にしたいか」

和歌山県石垣中学校（第１学年地理的分野）

 ８月 CoREFとの研究連携第１回各教科研究推進会

 １１月 授業実践「自動車をつくる工業」

宮崎県上組・鞍岡小学校（第５学年社会科）

 １１月 授業実践「元寇から学ぼう！」１１月 授業実践「元寇から学ぼう！」

熊本県南小国中学校（第１学年歴史的分野）

 １２月 授業実践「なぜ元寇は起こったのか」

和歌山県石垣中学校（第１学年歴史的分野）

 ２月 授業実践「あなたの判決は・・・」

和歌山県保田中学校（第３学年公民的分野）
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実践報告のポイント

２つの「元寇」の比較

○「元寇から学ぼう○「元寇から学ぼう

－人とのつながりを考えて－」
南小国中学校 原島 秀樹 教諭

○「元寇はなぜ起こったのか○ 元寇はなぜ起こったのか

－三国の事情から考える－」
石垣中学校 面矢 和弥 教諭

「元寇から学ぼう
－人とのつながりを考えて－ 」

「元軍のまとまり」、「元と東アジアの国々との「元軍のまとまり」、「元と東アジアの国々との
関係」、「日本軍のまとまり」の３つの資料を
組み合わせ、元寇を通して「争うことは人権侵
害の一つ」であることに気づき、「人間関係」
について自分の考えを持つことを目指します。

＜ジグソーの課題＞

「 「元軍のまとまり」、「元と東アジアの国々と
の関係」、「日本軍のまとまり」の３つの資料
から、自分なりの考えを書きましょう。 」
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「元寇から学ぼう
－人とのつながりを考えて－ 」

Ａ：元軍につい
て

Ｂ：元と東アジアの
国々の関係について

Ｃ：日本軍について

「元寇はなぜ起こったのか
－三国の事情から考える－」

「元寇はなぜ起こったのか」という問いに対して、「元」、「
高麗」、「鎌倉幕府」３国のそれぞれの事情についての資料高麗」、 鎌倉幕府」３国のそれぞれの事情についての資料
を組み合わせ、説明を作ります。

＜ジグソーの課題＞

（１）まず，各資料から｢元寇はなぜ起こったのか｣を考える上
で大事だ，役に立ちそうだと思うところを報告しあおう。

（２） 3つの国の事情を踏まえて，｢元寇はなぜ起こったのか
｣について自分たちなりの 説明を作ってみよう。

＜発展的課題＞

（３）では，どうすれば三国が納得できる形で，元寇（＝元・
高麗と日本の戦争）は回避できたでしょうか。あなたたちの
グループの考えを書いてみてください。
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「元寇はなぜ起こったのか
－三国の事情から考える－」

Ａ：元の事情 Ｂ：高麗の事情 Ｃ：鎌倉幕府の事情

社会科部会のまとめ
【成果】

・充実した言語活動により思考力・判断力・表現力の向上充実した言語活動により思考力 判断力 表現力の向上
・多面的・多角的な思考の深まり
・全員参加の授業
・協調学習の授業を望む生徒が多い （自己肯定感の向上）
・協調学習の実践例を発信

【課題】
・課題設定や資料選択のさらなる工夫・課題設定や資料選択のさらなる工夫
・協調学習を生かせる単元の精選
・グループ活動での生徒への支援
・エキスパート活動やジグソー活動の時間配分
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小学校での実践例

「今日本はなぜハイブリッドカーで勝負
しているのか」（上組小学校 大久保 朋広 教諭）

「自動車のしくみと環境」，「車の普及台数」，「日
本の自動車技術」の３つの資料から、ガソリン車・
ハイブリッドカー・電気自動車の特性を理解しハイブリッドカー・電気自動車の特性を理解し，
「日本の自動車産業はなぜ今ハイブリッドカーで勝
負しているのか」という問いに対して説明を作る。

ハイブリッドカーの実践
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連携の広がり

産業界からの資料提供

連携市町内外の教員の

授業参観，事後研究会

他教科（高校英語）での他教科（高校英語）での

教材の「変奏」の試み

数学科
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数学科の実践一覧

 ９月29日（水）・・・杉田教諭
・『２乗に比例する関数～変化の割合』（３年生）

 10月 １日（金）・・・甲斐教諭
・『二次方程式～二次方程式の利用』（３年生）

 10月12日（火）・・・粟津教諭
・『２乗に比例する関数～変化の割合』（３年生）『 乗 比例する関数 変化 割合』（ 年 ）

 10月29日（金）・・・甲斐教諭
・『相似な図形』（３年生）

 12月 １日（金）・・・甲斐教諭
・『三平方の定理』（３年生）

２つの教材の型

組み合わせ型 多思考型

杉田教諭

「変化の割合」

粟津教諭

「変化の割合」

甲斐教諭

「二次方程式」

甲斐教諭

「三平方の定理」

共通点 一人一人の役割が重要である。

授業場面を想定して詳細に検討すると，

それぞれにメリット，デメリットがありそう
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組み合わせ型の実践例
『 ２乗に比例する関数～変化の割合』

（加計中学校 粟津教諭）

組み合わせ型の実践例
『 ２乗に比例する関数～変化の割合』

（加計中学校 粟津教諭）

なぜ変化の割合は，

a(b+c)で求められるのか。

「式の値」、「共通因数」、
「除法」の３つのワークで学「除法」の３つのワ クで学
んだことを組み合わせて説明
を作ります。
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組み合わせ型の実践例
『 ２乗に比例する関数～変化の割合』

（加計中学校 粟津教諭）

多思考型の実践例
『二次方程式～二次方程式の利用』

（住吉中学校 甲斐教諭）
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多思考型の実践例
『二次方程式～二次方程式の利用』

（住吉中学校 甲斐教諭）

「X人で握手をすると握
手の回数は何回？」と
いう課題に対して、

「対戦表」、「多角形」、対戦表」、 多角形」、
「樹形図」の３つの方法か
らのアプローチを比較検討
しながら、立式と解答を目
指します。

多思考型の実践例
『二次方程式～二次方程式の利用』

（住吉中学校 甲斐教諭）
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 学習課題の設定が難しい。

組み合わせ型
 エキスパート資料で結論を

導き出す必要はないので，
エキスパート活動で時間を
区切ることは可能。 学習課題の設定が難しい。

 エキスパート資料の難易
度に差が出てしまうと、
課題がものたりない生徒
が出てくる可能性がある。

区切ることは可能。

 数学科の性質として、既知
の学習内容を組み合わせて、
未知の学習をしていくとい
う性質にあっている 。

未知 課題を ジグソ 班
 「最初から最後まで解く

ことができて数学」と考
えた場合、一部分だけに
取り組むと全体像が見え
ない恐れがある。

 低学力の生徒にとっても自
分の役割が大きい

 未知の課題を、ジグソー班
で解決する活動に意欲的に
取り組むことができる。

 いくつかの異なる考え方か

 エキスパート資料の考え
方を教師側が設定するこ
とで、多様な考え方を引
き出せないことがある。

 理解の早い生徒の考え方

多思考型

ら、同じ公式や性質を導く
場面で活用しやすい。

 エキスパート資料の難易
度に差が出てしまうと、
課題がものたりない生徒
が出てくる可能性がある。

 いくつかの考え方をお互い
で発表しあうので、教師が
解説に費やす時間の短縮が
できることがある

のみに偏ってしまう可能
性がある。

 様々な学習内容で設定する
ことは可能。

が出てくる可能性がある。

 個人の力で結論も導き出す
ことはできる。

できることがある。

 エキスパート活動でその
資料についての結論を導
き出す必要があるので，
時間がかかる可能性があ
る。
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国語科

国語科の実践一覧

ジグソーで読書の世界を広げるジグソ で読書の世界を広げる

「宮沢賢治作品を読む」（小学5年生）

「椋鳩十作品を読む」（小学6年生）

ジグソーで書く力を養う

「意見文を書こう」（小学6年生）

「表現技法を活用しよう」（小学5年生）

ジグソーで豊かな読みを

「『ごんぎつね』を読む」（小学4年生）
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国語科の成果と課題
「文学」を題材とした授業では「文学」を題材とした授業では，

自分たちの考えを積極的に話し合い，課題
に沿って確実に読みを深めていけるといっ
た成果。

「書く力」を題材とした授業では「書く力」を題材とした授業では，

話し合いが活性化しない，エキスパート活
動で学んだことがジグソー課題の解決に生
かされないなどの課題。

『ごんぎつね』の授業
（三ヶ所小学校 津奈木 考嗣 教諭）

物語を兵十の視点，ごんの視点からそれぞ
れ読むエキスパート活動を単元を通じて繰
り返し行う。

ジグソー活動では，ふたつの読みを統合す
ることでふたりの心情曲線が接近するタイることでふたりの心情曲線が接近するタイ
ミングを議論する。

発展的な活動として『ごんぎつね』のラス
トシーンを創作することで理解を深める。



17

叙述をもとに、
登場人物の心
情を読み取り、
それぞれの関

先生が子どもに

活用できるように

ごんと兵十の心の動きをふま
えて，物語の結末を考える

『ごんぎつね』の授業のデザイン

発展的な課題

係を捉える。

答えを出して
ほしい課題

授業のねらい

活用できるように
なってほしい知識

授業の柱となる課題

ごんと兵十は，どこで分かり
合えたのか。

会話 行動 表現技法

ごんの心情の変化

会話 行動 表現技法

兵十の心情の変化

学習の流れ（『ごんぎつね』全８時間）

①① ⑤⑤ ①① ①①
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『ごんぎつね』の実践

理 科
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理科の実践一覧

消化と 電磁 大地の 雲の 地軸の消化と
吸収
（亀岡）

電磁
調理器
（亀岡）

大地の
変化
（福園）

雲の
でき方
（木村，21年度

開発教材）

地軸の
傾き
（堀）

堀 10/1 11/15 2/8 12/7

福園 11/22

亀岡 10/4 11/4 11/29

大地の変化
「日本に地震が多いのはなぜか」

（木脇中学校 福園 祐基 教諭）
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理科の成果と課題
成果成果

○活用できる知の獲得にジグソー法を用い
た協調学習は、非常に有効である。

○メーリングリストを活用し、教材開発に
役立てることができた。役立てることができた。

課題
●実践の積み重ね，成果の検証，教材の改訂


